
SHM 軸用偏心型止め輪 
不正着脱防止C型止め輪

軸用C型止め輪（SH）と同じ機能を果たすが
より小さなアプリケーションに使用が見られる。

不正着脱防止タイプのため、ラグ部が存在せず
一度取り付けると取り外しが困難。

不正着脱防止C型止め輪（SHM）は、先細形状マンドレルとブッ
シングを使って取り付けを行います。
（注）下図のように、アプリケーションの軸に余分なスペースが
あり、軸先を細くすることが可能な場合には、マンドレルとブッ
シングを使用せずに止め輪を取り付けることが可能です。

取り付け方法: 止め輪をマンドレルに装着し、ブッシングを下図
に示すようにセットします。そして、止め輪を溝へ向かって押
し込むことで取り付けを行います。

不正着脱防止C型止め輪（SHM）取り付けについて。

自由径 & 止め輪寸法
切断面 B-B

軸径 & 溝寸法 クリアランス径
（軸挿入時）

許容受面角部
溝拡大図 & エッジマージン (Y) 

最大溝底 (R) 
全止め輪サイズ = 0または鋭角

マンドレルとブッシングについて。
不正着脱防止C型止め輪（SHM）取り付け用マンドレルとブッシングのスペックに関しましては上記表を参照。
オーステンパー処理を施したカーボン・スプリング・スチール製の使用をお勧めします。

B = エッジマージン + 溝巾

マンドレル ブッシング
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クリアランス径 &
止め輪外径

（溝装着時）

不正着脱防止C型止め輪

マンドレル

ブッシング


